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１．構成員 

 菱沼典子（学部長・研究科長）、中山和弘（図書館

長）、麻原きよみ（教務部長）、菱田治子（学生部長）、

山田雅子（研究センター長）、山口喜義（事務局長） 

 2009年度前半は中山図書館長がサバティカル・リ

ーブのため松本図書館課長が出席した 

 

２．役割 

 学長の諮問機関として本学の教育運営に係る問題

を協議する（学事協議会規程第1条） 

 

３．活動内容 

 2009年度の学事協議会は17回開催された。 

  主な協議事項 

・2009年度委員会委員・活動計画 

・名誉学士、名誉博士、Distinguished  
Honorary Professor 規程の作成と授与につ

いて 

・学生増に対する対応 

・海外の大学との交流協定 

・教職員評価 

・文部科学省各種補助金の申請について 

・新型インフルエンザ対策 

・社会人入学推進について 

・カリキュラム改正と保健師教育のあり方 

・研究用回線と学内LAN について 

・表彰制度について 

・90周年記念行事準備委員会の設置と運営につ

いて 

・ミセス・セントジョン記念教育基金の執行に

ついて 

・オープンキャンパスの日程等 

・成人看護学教授人事委員会の立ち上げについ

て 

・奨学金の運用に関すること 

・研究センターの組織再編について 

・名誉教授号の授与について 

 

・教員の大学院進学について 

・2010年度学事暦について 

・養護教諭一種教育課程について 

・大学院修士課程周麻酔期看護学の設置に関す

ること 

・教員人事について、研究室の部屋割りについ

て 

・特待生制度について 

・2010年度の委員会計画 

 

４．課題 

 将来展望を見すえた「学事」事項を計画的効率的

に協議していくことが課題である。 

 

 

 

１．構成員  

井部俊子、菱沼典子＜委員長＞、麻原きよみ、菱

田治子、中山和弘、山田雅子、山口喜義、＜書記＞

稲田昇三 

 

２．役割・職務  

自己点検・評価の実施と結果への対応を主たる役

割とする。年報の作成により、年度ごとに自己点検

を行い、課題を抽出して大学組織としての改善を図

る。また大学基準協会による７年ごとの認証評価を

計画的に実施する。 

 

３．活動内容   

11回の会議を開催した。2007年度に認証評価を受

け、そこでの指摘（シラバスの統一性）は既に改善

に取り組んでいること、次回は2014年度に受けるこ

とを確認した。 

本年度は、年報の早期発行に向けた改革と、教職

員の目標設定とその達成度評価の試行が大きな活動

であった。年報は従来４月末の原稿締め切り、夏の

発行であったが、３月原稿締め切り、５月発行に変

更した。また、内容は認証評価の項目から本学の組

織活動を基準としてものに変更し、文章を短く、資

Ⅴ 学長諮問委員会 

学事協議会 

自己評価委員会 
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料は図表で示すこととした。教職員の目標設定は５

月、その達成度評価を９月、３月に実施した。評価

は自己評価、一次評価（直属の上司による）、二次評

価（学部長並びに事務局長による）を設け、年間３

回にわたり面談を実施した。さらに試行結果を踏ま

え、次年度の評価表を作成した。 

 

４．課題 

年報については今年度の状況を見て、今後の年報

のあり方を検討する。教職員の目標設定とその 

達成度評価は、教職員評価の方法のひとつとして

取り上げたものであり、今後、教職員評価の全体像

を検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．構成員 

＜委員長＞森明子 

＜委員＞亀井智子、桑原博道、小松康宏、白木

和夫、関正勝、廣瀬清人、松谷美和子、

山田雅子 

 

２．役割・職務 

聖路加看護大学研究倫理審査委員会内規に則り、

聖路加看護大学研究倫理審査委員会規則ならびに

研究倫理審査委員会小委員会運用細則の第一条（目

的）を達成すること 

 

３．活動内容 

11回の委員会を開催し、提出された研究計画書に

ついて審査を行った（資料参照）。また、4月に教員・

大学院生対象の研究倫理審査セミナーを開催した。  

 

４．課題 

委員の欠席が重なると、委員会の成立が懸念され

る事態が発生する。研究活動上、審査件数はどうし

ても上半期に集中して多い傾向がある。 

 

 

 

 

 

教職員の目標設定とその達成度評価のスケジュール 

     評価者 
教  員 

1次評価者 2次評価者 提出先 報告 

教 授 学部長 － 

領域の長がいる准教授・助教 領域の長 学部長 

領域の長がいない准教授・助教 学部長 － 

事務局長 学長 

期初の目標設定 5/22 5/29 6/5  

中間期の報告 9/16 9/24 9/30  

 

提出期限 

期末の評価 2010/3/5 3/12 3/24  

 
 
 

     評価者 
職  員 

1次評価者 2次評価者 報 告 

課長、係長（課長不在の部署） 事務局長 － 

係長・一般職員 課 長 事務局長 
学 長 

期初の目標設定 5/22 5/29 6/ 5 

中間期の報告 9/16 9/24 9/30 

 

提出期限 

期末の評価 2010/3/5 3/12 3/24 

 

研究倫理審査委員会 
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表55 審査件数 

新規申請  
開催月日 出席委員数 

通常審査 簡易審査 

期間延長・ 

一部修正等 

審査件数 

（新規のみ）計 

1 ４／21 6 8 0 1 9 

2 ５／21 9 11 0 0 11 

3 ５／26 8 8 0 0 8 

4 ６／16 8 11 0 0 11 

5 ７／21 6 18 1 0 19 

6 ９／15 8 10 0 2 12 

7 10／20 8 4 0 0 4 

8 11／17 8 1 0 2 3 

9 12／15 7 9 0 2 11 

10 １／19 8 7 0 5 12 

11 ３／16 7 7 1 2 10 

計   94 

[内訳]教員:35 

博士前期:31 

博士後期:28 

2 

[内訳]教員:1 

  博士後期:1 

14 110(96) 

 

 

表56 審査結果 

審査結果 承認 条件付き承認 保留 審査不能 

通常審査 59 32 2 1 

簡易審査  1  1 0 0 

計 60 33 2 1 

 

 

 

 

 

１．構 成 

  ＜委員長＞田光信幸（日本聖公会東京教区、聖

マーガレット教会司祭）  

＜委員＞松谷美和子(研究科委員会)、森明子

(研究倫理審査委員会)、上田憲明(教

授会)、岩間節子(評議員会)、細谷亮

太(聖路加国際病院)、＜書記＞稲田

昇三 

 

２．役割（規程） 

 人権委員会規程第２条 

⑴ 本学におけるセクシュアル・ハラスメントや

アカデミック･ハラスメント及びその他学習・研

究・労働に関連して教職員、学生および研究者

等に生じる権利・利益に関する諸問題に関する

事項を審議すること 

⑵ 本学における学内人権事項に関する苦情を受

け付け、対応すること 

⑶ 本学における学内人権事項に関する必要な措

置を学長に具申すること 

⑷ その他、本学における学内人権事項の解決の

ために必要な事項を実施すること  

 

３．活動内容 

⑴ 委員会開催  

第1回 2009年12月４日(金) 

人権委員会 
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第２回 2010年３月17日(水) 

  ・新任委員（松谷委員、森委員）紹介、田光委

員長留任を了承。 

  ・前年度の活動報告 

  ・前年度に申立を受け審議した事件２件につ 

き、その後の状況を確認し、第２回委員会で

事態が改善されたことが確認できた。 

 

４．課 題 

人権委員会規程に付随して、学内人権事項に関し

て申し立てる方法について「運用細則」を定め、申

立の様式も明示している。また「ストップ・ハラス

メント！」と題するリーフレットも新入学生・教職

員に配付している。しかし、｢申立｣は過去に１回２

件のみである。学内広報手段を再考する必要がある。 

 

 

 

１．構成員  

＜委員長＞山口喜義   

＜委員＞井部俊子   

＜事務局＞田口 瞳 

 

２．役割・職務 （聖路加看護大学発明規程） 

職務発明等の知的財産権継承の可否および出願

手続きに関する審議決定 

 

３．活動内容 

発明等の届け出があれば速やかに委員会を開催

し、知的財産権継承の可否および出願手続きの審議

を行っている。 

 

４．課題 

発明、実用新案等に該当するかどうかの事前相談

が必要であり、件数が増えると相談窓口となる特許

事務所を定めておくことが望ましい。 

 

５．参考データ 

  知的財産継承件数 発明   ３件 

           実用新案 ２件 

           

 実用新案に関する製造販売許諾対価として2009年

度に52,611円の入金があった。 

 

１．構成員 

＜委員長＞山口喜義 

＜委員＞井部俊子、菱沼典子、菱田治子、山田

雅子、進藤 務 

 

２．役割・職務（聖路加看護大学危機管理規程） 

⑴ 危機管理に関する対策の検討、準備 

⑵ 緊急時の対策本部機能を担う 

⑶ マスコミ対応が必要な場合の措置 

 

３．活動内容 

⑴ 事務部金庫保管重要書類の確認 

⑵ 新型インフルエンザ・結核の対応 

⑶ 危機管理規定の制定 

⑷ 備蓄品、非常持ち出し書類の確認 

⑸ 防災マニュアル(学生版・教職員版)の検討、

作成 

⑹ 消防計画の検討、作成 

 

４．課題 

⑴ 消防計画の毎年更新、消防署への提出 

⑵ 消防訓練を実際の火災を想定して、より効果

のある内容に変えて実施すること 

⑶ 防災マニュアルの改善 

⑷ 危機管理を全学的な課題として学生・教職員

に意識化すること 

 

５．資料 

 ⑴ 非常用備蓄品 

   ポータブルトイレ７台、ミネラルウォーター

(２ℓ)354本、乾パン(100ｇ)338缶 

 

 

 

１．構成員 

＜室長＞渡部尚子(客員教授) 

＜職員＞新沼久美(図書館兼務) 

＜臨時職員＞結城瑛子(同窓生) 

＜大学史編纂･資料室委員会委員長＞中山和弘  

＜委員＞有森直子・小野若菜子・矢ヶ崎香・安

ヶ平伸枝（以上 教員）、進藤 務・松本

直子・新沼久美（以上 職員）、渡部尚

発明委員会 

危機管理委員会 

大学史編纂資料室･資料室委員会 
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子(編纂資料室)、内田卿子・岩間節子･

菅原文子（同窓生） 

＜ブックレットワーキンググループ＞大森純

子・佐居由美・中村綾子(以上教員)、進藤 務・

松本直子・新沼久美（以上 職員）、渡部 尚子

(編纂資料室) 

 

２．役割・職務(大学史編纂･資料室委員会規程) 

⑴ 本学に関連した史資料の収集 

⑵ 収集史資料の整理・保管 

⑶ 史資料の提供・開示 

⑷ ブックレット発刊作業(ワーキンググルー

プ業務) 

 

３．活動内容 

１）収集史資料 

公文書(専門学校認可申請関連等)、非公文書

(暦年学年集合写真･授業実習記録･寮廃止関連

記録、ナイチンゲール受章者関連資料等)の収

集。インタビユーの実施。 

２）整理・保管 

1900年～1966年間の写真電子複写とデータベ

ース化 

３）提供・開示 

展示室の開設(年表・企画展示)、ブックレッ

トの電子図書化、写真展(同窓会・日本看護歴

史学会・白楊祭・創立90周年式典)、研究発表(日

本看護歴史学会・同窓会クラス委員会)、広報

(「学園ニュース」・「同窓会だより」への写真

と原稿提供)、教育支援(写真教材の提供)、

Lukapedia 開設。 

４）ブックレット発刊 (編集作業・原稿指定・校

正等) 

５）その他 

日本看護歴史学会第23回学術集会開催運営支

援 

 

４．課題 

１）短期的課題 

⑴公文書・非公文書の移管ルール作り 

⑵収集資史料の補修修復・保存作業の環境整備

（人・モノ・予算）→保管庫確保 

⑶ブックレット評価と増刷・改訂、次号発刊の

検討と編纂 

２）中長期的課題 

⑴大学史編纂･資料室ニュースレター発刊の検

討 

⑵編纂資料室の将来構想（病院との協働連携） 

⑶100年史編纂にむけての検討 

 

５．資料等 

 １）インタビユー協力者 坊城中子・鍾 信心・

大矢タマ・柴田敏子・河野和子・高野光子・吉

田芳子・千野静香（８名） 

 ２）ブックレット 

   総経費 84万円、執筆者 30名、印刷部数 3000

部、配布(記念式典、教職員・在学生・院生・

研修生・病院関係者・看護系大学および全国史

資料協議会加盟大学図書館他) 

３）歴史展示室：総経費 304万円（パネル・展示

ケース・室内リフォーム・ガラス) 

４）Lukapedia(大学史編纂・資料室ホームペー

ジ)：総経費 49万7千円 

  （URL）http://quilt.slcn.ac.jp/lukapedia/ 
  （メインページの構成）お知らせ／歴史展示室

だより／新着記事／カテゴリへのリンク 
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 歴史展示室 

 



 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

・学長諮問委員会 78

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．構成員 

 本学の部長・課長・各委員会の委員長を構成員と

する。 

 2009年度の構成員は以下のとおりである。 

井部俊子（学長）、山口喜義（事務局長）、菱沼典

子（学部長）、麻原きよみ（教務部長）、菱田治子（学

生部長）、中山和弘（図書館長）、島田裕司（経理課

長）、進藤務（事務部課長）、稲田昇三（総務課長）、

高橋昌子（教務課長）、高鳥直人（管財課長）、松本

直子（図書館課長） 

＜委員会＞菱沼典子（自己評価委員会）、山口喜義

（発明規程委員会）、山口喜義（危機管理対策

委員会）、麻原きよみ（カリキュラム運用委員

会）、小松浩子（入試委員会）、中山和弘（図書

委員長・部課長会議 

大学史編纂・資料室・ホームページ・「Lukapedia」 
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委員会）、渡部尚子（大学史編纂・資料室委員

会）、山田雅子（研究センター運営委員会）、江

藤宏美（広報委員会）、伊藤和弘（学園ニュー

ス委員会）、菊田文夫（ＦＳ委員会）深谷計子

（紀要委員会）、田代順子（研究センター国際

部門運営会議）、深谷計子（国際交流委員会）、

萱間真美（情報システム委員会）、平林優子（実

習室委員会）、及川郁子（養護教諭1種検討会）、

山田雅子（表彰運営委員会）、菱沼典子（るか

なび運営会議） 

 

２．役割 

委員長・部課長会議は、2008年６月24日に第１回

会合をもった。 

この会議は①本学で管理的機能を担っている者に

集まってもらい、大学の管理・運営について自由な

意見交換を行い、大学運営を円滑に行うとともに戦

略を検討していく機会とすること、②常設委員会の

規程を作成することであった。②については事務局

長が委員会規程の標準型を提示し、2008年度中に作

業を終えることができた。 

 

３．活動内容 

2009年度は５回の会合を開催した。 

①2009年５月26日15～16時 

・2009年度組織図、重点活動計画の提示 

・るかなび運営会議、広報委員会、NP 検討会

の報告と意見交換を行った。 

ムハマド・ユヌス講演録（1,000部作成）の

配布 

②2009年7月28日14～15時 

・入試委員会、研究倫理審査委員会、表彰運営

委員会、実習室委員会の報告を受け意見交換 

を行った。 

③2009年10月27日14～15時 

・来年度予算作成方針（経理課長）の説明があ

り、非常勤講師の交通費支給が要望された。 

・大学としての広報活動の検討 

・「創立90周年記念事業資金（二次）」の募金方

法について 

・研究用インターネット回線の私物 PC への開

放について（情報システム委員会） 

④2009年10月27日14～15時 

・大学院パンフレット1200部の有効活用をPR 
・大学の広報戦略について（広報委員会） 

ブランド戦略展開案をもとに意見交換を行 

う 

⑤2010年３月23日15～16時 

・2010年度組織図（案）の検討 

・2010年度事業計画（理事会承認）の説明（事

務局長） 

・2009年度重点活動計画のレビュー 

 

５．課題 

⑴ 大学の教学とアドミニストレーションの有

機的な連携を価値するために役立っているの

で、2010年度は「大学マネジメント検討会」

として組織図に位置づけて活動を継続する。 

⑵ 構成員の問題意識と活発な意見交換によっ

て大学運営が活性化していくことを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


